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　社会人の学び直しであるリカレント教育への関心が高
まっています。６月に「人生100年時代構想会議」が取りま
とめた「人づくり革命基本構想」でもその重要性は強調さ
れていますが、リカレント教育を受けるにはいったい何を
すれば良いのでしょうか。
　まず考えられるのが、大学や大学院といった高等教育
機関への入学です。海外では、日本と比較して30歳以上
の修士課程への入学者の割合が高く（資料１）、一度働い
てから高等教育機関で学び直すことも少なくないことが
分かります。しかし当然ながら、相当の費用や時間面での
負担が生じます。そこで、より短期間・低コストで活用でき
るのが履修証明制度です。大学等が提供する短期の社会
人向け学習プログラムを受講でき、修了書も受取れま
す。内容は、情報セキュリティの基礎や、女性の復職を支
援する講座など多様で特色のあるものとなっています。
　そして、特に今後発展が見込まれるのが、大規模オンラ
イン講座のMOOCです（資料２）。インターネットを通じ、
大学等の講座を無償または安価で受講でき、法律や最先
端の情報技術などの専門科目から哲学や音楽など教養
科目まで、国内外の専門家から学べます（資料３）。さらに
講師や受講生同士の双方向の対話も可能です。米国では
修了実績を企業の採用に繋げる動きもあり、日本での更
なる普及が注目されています。

　時間と費用をかけてリカレント教育を受けても、社内評
価やキャリアアップに繋がらないと懸念する声もあります
が、既に約７割の企業が中途採用時に評価しています（資
料４）。その理由として向上心など「学ぶ姿勢」への評価も
多く見受けられます。リカレント教育推進に向けては、
MOOCの普及に加え、産官学が連携し、実践的なスキル
を習得できるプログラムの開発や、個人の学習歴や効果
を見える化できる仕組みの構築などが期待されます。

リカレント教育のポイントとなるＭＯＯＣ

産官学連携した教育プログラムの開発が重要

資料1 30歳以上の「修士」課程への入学者の割合

（出所）文部科学省（2018）、OECD（2017）より筆者作成

資料2 世界のＭＯＯＣプラットフォーム 

（出所）文部科学省資料（2018）より筆者作成 

資料3 ＭＯＯＣの講座例 

（出所）各MOOCのHPより筆者作成 

資料4 リカレント教育を受けた人物に対する中途採用時の評価 

（出所）日本経済団体連合会「高等教育に関するアンケート結果」（2018）より筆者作成
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